
平
成
二
十
七
年
度

生
徒
会
活
動
ス
タ
ー
ト

日
置
市
立
上
市
来
中
学
校
『学
校
だ
よ
り
』

本
年
度
の
学
校
経
営

日(

金)

に
は
、
生
徒
総
会

お
も
な
行
事

17

新
緑
の
緑
が
鮮
や
か
な
季

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
生
を

５
月

節
に
な
り
ま
し
た
。
新
１
年

中
心
に
、
行
事
や
各
専
門
部
の

４
日(

月)

伊
勢
神
社
奉
納
棒
踊
り

生
が
「
肩
が
痛
い
」
と
言
い

仕
事
に
つ
い
て
、
全
員
で
協
力

（み
ど
り
の
日
）

第
一
号

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
一
日

な
が
ら
、
重
た
い
か
ば
ん
を

し
て
１
年
間
の
活
動
が
で
き
る

９
日(

土)

Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収
①

下
げ
て
登
校
し
て
き
て
い
ま

よ
う
な
話
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

日(

木)

い
の
ち
・ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

21

す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
ス
タ
ー
ト

生
徒
ひ
と
り
一
人
が
自
分
の
係

日(

土)

市
制

周
年
式
典

23

10

本
年
度
、
新
た
に

名
の

今
月
の
８
日(

水)

に
、
Ｐ

り
に
責
任
と
自

日(

金)

地
区
陸
上
競
技
大
会

12

27

新
入
生
を
迎
え
平
成

年
度

Ｔ
Ａ
の
専
門
部
会
・
新
旧
運

覚
を
持
っ
て
、

27

を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

営
委
員
会
を
経
て
、

日(

水)

互
い
に
助
け
合

６
月

15

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
を
実
施
し
ま
し

い
、
思
い
や
り

５
日(

金)

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

て
い
ま
す
。

た
。

の
あ
る
生
徒
活

日(

水)

地
区
中
体
連
総
体
～

日(

木)

10

11

さ
て
本
年
度
、
『
自
ら
学

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
連

動
を
実
践
し
て

日(

日)

日
曜
参
観
・学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

21

び
豊
か
な
心
を
持
ち
コ
ミ
ュ

日
、
夜
遅
く
ま
で
会
合
を
開

く
だ
さ
い
。

親
子
奉
仕
作
業
（
３
校
時
）

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え

き
、
本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

将
来
に
つ
な
が
る
学
習
習
慣

日(

火)

期
末
テ
ス
ト
～

日(

木)

23

25

た
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い

に
つ
い
て
計
画
を
立
て
て
準

日(

土)

市
こ
ど
も
読
書
活
動
推
進
大
会

27

生
徒
の
育
成
』
の
学
校
教
育

備
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

日(

火)

小
中
合
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察

30

目
標
と
、
新
た
に「
チ
ェ
ン

新
役
員
と
組
織
の
承
認
を
受

ジ
・
チ
ャ
ン
ス
・
チ
ャ
レ
ン

け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー

〔職
員
の
紹
介
〕

ジ
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

ト
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

一
年
担
任
（
新
名
主
公
哉
／
国
語
）

を
設
定
し
ま
し
た
。

ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
年
副
担
（
川
宿
田
倫
子
／
英
語
）

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

本
校
の
中
学
生
が
、
よ
り

二
年
担
任
（
児
玉
友
紀
子
／
理
科
）

に
は
、
生
徒
が
「
今
ま
で
の

よ
い
環
境
で
学
校
生
活
が
送

二
年
副
担
（
古
川

淳
一
／
保
体
）

自
分
か
ら
よ
り
一
歩
高
い
自

れ
る
よ
う
に
保
護
者
と
同
窓

二
年
副
担
（
春
田

淑
子
／
養
教
）

分
へ
変
化
し
て
欲
し
い
」
と

会
の
方
々
の
ご
協
力
を
本
年

三
年
担
任
（
池
之
上

乾
／
社
会
）

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

度
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三
年
副
担
（
三
浦

裕
文
／
数
学
）

ま
す
。

会

長

立
和
名

文
男
さ
ん

三
年
副
担
（
新
福

俊
子
／
音
楽
）

こ
れ
ら
の
学
校
教
育
目
標

副
会
長

清
藤

和
久
さ
ん

校

長

（
本
村

安
弘
）
家
庭

の
達
成
に
向
け
て
、
全
職
員

大
迫

加
代
美
さ
ん

教

頭

（
久
徳

寛
司
）

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

書

記

德
重

由
美
さ
ん

事
務
主
査
（
迫
田

俊
一
）

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
昨

研
修
部
長

福
田

幸
記
さ
ん

学
校
主
事
（
松
下

悦
郎
）

年
同
様
、
本
校
教
育
へ
の
ご

副
部
長

上
和
田

健
さ
ん

司
書
補

（
立
和
名
美
幸
）

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

保
給
部
長

小
園

春
男
さ
ん

Ａ
Ｌ
Ｔ

（
エ
イ
ド
リ
ア
ン
先
生
）

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

副
部
長

吉
満

好
志
さ
ん

昨
年
度
の
鹿
児
島
定
着
度
調
査

技

術

（
貴
島

澄
俊
）

上
げ
ま
す
。

生
活
指
導
部
長

北
園

豊
さ
ん

の
結
果
で
す
。
日
頃
の
継
続
し

美

術

（
堂
園
三
智
子
）

学
校
長

本
村

安
弘

副
部
長

南

和
也
さ
ん

た
授
業
と
家
庭
の
学
習
習
慣
が

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
で
は
特
に
大
切
で
す
。


